
 

     会員所有の真空管アンプをリフレッシュ、診断作業をご覧頂きます。     

第2回 

いい音をいつまでも！ 

  診 断 内 容   

・会員所有の真空管アンプを各種検査機の使用により保守とメンテナンスを行います。 

・購入当初の性能が維持できているか、確認のため諸特性を調べます。 

・長期の使用による電気部品(コンデンサー等)の劣化と性能低下を早期発見いたします。                    

 

   検 査 項 目                              処 方 箋     

① 周波数特性                                      ・音の伸び 

② 出力電力特性                            ・音の馬力 

③  歪み特性                               ・音の崩れ          

④  回路電圧の測定                            ・血圧 

⑤  回路電流の測定    内側                    ・血流  

⑥  コンデンサーの容量                             ・貧血 

⑦  接触不良 

                                                

                                                                          

        佐藤会員提供   ＬＵＸ Ａ3500 

                            

                   外観            倉田会員提供 ＥＬ34－Ｓ  

               

日  時 ／ 10月 ６日(日) 13：30～15:30 

場  所 ／ 久寺家近隣センター  多目的ﾎｰﾙ 

講演者 ／ 鳥居 康信  

参加自由 ・ 入場無料  

問合わせ／ 04－7184－3771佐藤 http://www.aafc.jp/     

 

              我孫子オーディオファンクラブ (ＡＡＦＣ)  

分科会へのご案内 （会員による自主講座）   

http://www.aafc.jp/

